



神文化としての一面を持っていたのだろうか。私は中国の文学を通して茶の精神的意義を探ることにし 。喫茶が中国で広く普及したのは唐代である。そこで、 『全唐詩』に載せられている「茶」という文字を含む詩を調べ みたところ、多数の例が挙がった。中でも一番多数の詩を作っていたのが 白居易である。白居易の漢詩を研究することで、 中国における茶の精神的意義が見えてくるのではないだろ か。
白居易の詩は、源氏物語などの日本文学に影響を与えたとされて








　「麴生訪宿」 （八一二） 「送張山人帰嵩陽」 （八一四）
江州司馬期（八一五～八一八）
〈十五首〉








































































































































































































「食後」は、昼食後、昼寝から起きて感慨を詠じた詩である。憂いも楽しみも無い状態と言うのは、まさに「足るを知り和を保つ」状態である。つまり、この詩は閑適の詩である。茶は「起きて來れば兩甌の茶」と登場する。のんびりと昼寝をした後に夕日の中で二杯の茶を飲むという情景が描かれている。この情景の中では、閑適を象徴する「もの」は茶のみである。心情描写で閑適を詠っている詩の中で、閑適を表すものとして茶のみが登場することから、閑適の思想 に茶が根付 て ること 分 る。これら二首の詩の中で、茶は閑適の情景の中に組み込まれている。























































































































































左遷を通して白居易の茶に対する印象ががらりと変わっていることが分かる。左遷以前の白居易 とって、茶とは「閑」をとりまくものの一つではあるが、同時に貧しさや、冷遇状態などを連想させる、負のイメージを含んだものであった。しかし、江州への左遷を通して、茶は閑適の空間 形作るも のひとつ し の地位を確立した。そこにそれまで含まれていた負の印象は完全 拭い去られ、酒と共にのんびりとした私生活 楽しむための要素 ひとつとなった。
ではなぜ、このような変化が生まれたのだろうか。私は、その理
由の一端に、江州が 産地であ ということが挙げられると思う。江州は、少なくとも晋代には茶の産地と て名が知られ いた。関剣平氏の「茶の文化地理―魏晋南北朝時代 中心に―」には「晋代になると、巴郡の管轄地域は江州・
墊
江・臨江・枳の四つの県と


































































































































































































































































































































挈ぐ」という記述が り、こ 壷に酒が入っているとさ るが、登場する聯は茶のほうが早い。また、 「香鑪峰下新置草堂即事詠懷題於石上」に登場する閑適空間を形作るものを順に並べると、①「白い」石と流水②松 竹③草堂と茶園④泉⑤白蓮⑥酒と琴となっている。前半に水景、松、竹が来ていることを考慮すると、閑適 しての要素が強い順に並んでいるのではないだろうか。そうすると、廬山草堂にお ては、閑適空間を形作るものとしてかなり強い地位茶が来ることになる。また 酒も閑適として 要素 とても 、廬山草堂においては、茶のほうが先に連想されるというこ がわかる。「草堂記」 「重題
　
其二」 「香鑪峰下新置草堂即事詠懷題於石上」


























































は詩一章を吟ず） 」となって る。三首目は「池上篇」で、 「時飲一杯，或吟 篇（時に一杯を飲み，或いは一篇を吟ず） 」である。この場合の「飲む」ものは茶である。 れらの四 に共通することは
― ―133
全て閑適を詠った詩であることと、 「或吟」という言葉が入っていること、茶を飲みながら詩を作るという同じ意味であるということの三つである。また、この四首以外に「或吟」という言葉が入っている白居易の詩は存在しない。 そこで、 数は少ないものの、 この 「或飲茶……或吟詩……」 （逆も可）は白居易の中で定型句になっていることが分かる。茶を飲みながら、 を作 が晩年の白居易日常になっていたのだろう。また、この定型句が使われている詩がすべて閑適の詩だということも重要である。つまり、 「茶」は、白居易の中で一種の定型とな 程度に閑適をあらわすものとして意識されていたこと る。江州以後 の詩が増えた は、無意識 よるものではない。白居易自身が茶を閑適空間の一要素として認識していたのだ。
しかし、閑適空間の象徴の一つに数えられるからといって、 「茶」
自体が固有の思想を持っていたわけではな 。あくまで閑適な生活を送るための要素 一つに過ぎず、そこに日本の茶道のよう 独立した思想はない。白居易にとっての茶の精神的意義は、 まで「閑適のための空間を形作り、閑適な生活を送るためのエッセンスのひとつ」に終始している。
結
白居易の閑適詩は「独善」 「知足」に代表される「公務から解放
された私的な空間で、身心ともに満ち足り 状態」を詠う詩であ閑適な状態に身をおくためにはそのための空間が必要と り、のための空間は、それを形作るいくつかの重要な要素があ た。それは「清らかさ」を象徴する水の景色であり、松竹であり、酒であ











































　茂「楽天の酒（上） ・ （下） 」 『白居易研究年報』勉誠出版
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